
令和８年４月２１日 
報道機関各位                         北九州市上下水道局 

 
 

下水道管路の全国特別重点調査にかかる 

北九州市の調査結果を公表します 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

１ 調査期間  

・令和７年５月３０日～令和８年３月３１日 

 

２ 対象施設 

・直径２ｍ以上で設置後３０年以上経過した下水道管 約４９ｋｍ 

 ※このうち腐食しやすい箇所等（３．６ｋｍ）の「優先実施箇所」の調査結果は、 

令和７年９月１７日に公表済 

 

３ 調査方法 

・目視調査（管内の潜行調査及びドローンを使った調査） 

・空洞調査（「緊急度Ⅰ」または「緊急度Ⅱ」と判定された箇所の路面調査） 

 

４ 調査結果  

・令和８年２月末時点で調査結果が判明した３３．８ｋｍにおいて、 

道路陥没につながる破損は確認されませんでした。 

＜内訳＞ 

・下水道管に劣化等の異常なし          ：２８．３ｋｍ 

・原則 1年以内に対策が必要な下水道管「緊急度Ⅰ」：  ３．７ｋｍ 

・５年以内に対策が必要な下水道管  「緊急度Ⅱ」：  １．８ｋｍ 

   ※詳細は、別紙「国土交通省公表資料」を参照 

 

５ 今後の対応 

・引き続き、「緊急度Ⅰ」及び「緊急度Ⅱ」と判定された下水道管については、緊急度

に応じて補修・更新を実施します。 

 

■ 埼玉県八潮市での道路陥没事故を受け、国土交通省から実施要請のあった「全国特別

重点調査」について、北九州市では令和７年５月３０日から該当する下水道管約４９ｋ

ｍの調査を実施しています。 

■ この度、４月２１日付国土交通省「下水道管路の全国特別重点調査について調査結果

（令和８年２月末時点）」の公表を受け、北九州市で実施した「優先実施箇所」を含む

下水道管約３３．８ｋｍの調査結果について、お知らせします。 

PRESS RELEASE 

【問合せ先】 

上下水道局 下水道保全課 （担当：森木(課長)、北川(係長)） 

電話：０９３－５８２－２４２６ 上下水道局のキャラクター 
「スイッピー」 

   

 

 



別紙


